
19 2019・10・1 182019・10・1

チケット情報

申込・お問い合わせ先　チケットセンター　☎27-5200　(9：00～19：00)
チケットはインターネットでも購入いただけます。https://bunpla.jp/

申込・お問い合わせ先　みずほ文化センター　
☎43-8111（9:00～17:00）

ひこね市文化プラザ みずほ文化センター

【ひこね市文化プラザ各公演　発売初日の予約の取り扱い】
※電話予約・インターネット予約のみの受付となります。
※窓口でのチケット引き取り・販売は翌開館日から承ります。

◎表記の価格は全て税込価格です。
◎入場制限のある公演は託児サービスを実施します（子ども1人
　1,000円）。各ホールまで事前予約が必要です。

10月の休館日　7日㈪、15日㈫、21日㈪、28日㈪ 10月の休館日　1日㈫､8日㈫､15日㈫､22日(火･祝)､29日㈫

※未就学児は入場いただけません。
※託児サービスがあります（有料 /要予約）。

12月7日㈯ 15:00　多目的ホール

【前売】一般3,000円、高校生以下2,000円
【当日】一般3,500円、高校生以下2,200円

滋賀県アートコラボレーション事業
Black Bottom Brass Band with 
StarLights
スペシャルゲスト Bro.TOMを迎えて

　見る人みんなを笑顔にするブラック･ボトム･ブラ
ス･バンドが彦根にやってくる！さらにエンターテイン
メントボーカルグループ StarLights に加え、ブラ
ザートムを迎えたコンサートを開催します！

指定

第12回直弼杯将棋大会　出場者募集！

指定　【10月5日（土）　9:00～予約開始】
　一般　1,800円、　中学生以下　900円
　【発売中】　友の会　1,500円
　　　　　　友の会･中学生以下　600円

12月8日㈰ 14 : 30　エコーホール

心のストレッチ～柔らかな心で生きてみませんか～

〈日時〉11月24日㈰10：00（受付9:30）〈クラス・定員〉級・
段に応じた一般の部4クラス（A：3段以上と希望者、B：2段と初段、
C：1級と2級、D：3級以下）、小学生以下の部 2クラス（E:5
級以下、F：10 級以下【初心者】）、合計 120 人（先着順）（アマ
チュアに限る。小学生以下でも一般の部に申込可。A・E 以外のクラ
スで、過去の大会での優勝・準優勝者は、同一クラスでの参加は不可）
〈競技形式〉予選は各クラスによるリーグ戦（基本4人）を行い、
予選通過者による決勝トーナメントを行います（詳細は当日説
明）。〈場所〉彦根商工会議所（中央町）4 階大ホール〈費用〉
一般 1,000 円、中学生以下 500 円〈申込期間〉10 月 8
日㈫～同 31 日㈭（必着）〈申込・問い合わせ先〉ひこね市文
化プラザ直弼杯将棋大会実行委員会事務局（〒522-0055 彦
根市野瀬町 187-4）※はがきに①住所②氏名③フリガナ④年齢
（小・中学生は学校名・学年）⑤電話番号⑥参加クラスを書いてお
申し込みください（はがき１枚につき申込者は１人）。

プラザフェスティバル2020
令和２年　2月

　公演日程が決定しましたのでお
知らせいたします。

　2月8日㈯　演劇部門
　　同9日㈰　バレエ部門
　同15日㈯　チャレンジ部門
　同16日㈰　舞踊部門
　同22日㈯　クラシック部門
　同23日㈰　邦舞・邦楽部門

※申込受付は 11 月 1 日㈮～を
　予定しています。
※今年度から、児童劇部門が演
　劇部門に変更になりました。

※3歳以上有料。2歳以下膝上鑑賞無料。

　テレビアニメ「それいけ！アンパン
マン」のバタコさんの声でおなじみ
の声優であり、歌手・脚本家の佐久
間レイがお届けする心温まる講演会。
ピアニスト・佐田詠夢の演奏と共に
歌と朗読劇でお楽しみいただけます。

【発売中】
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常設展示「“ほんもの"
との出会い」では、譜代
大名筆頭・井伊家に伝来
した名宝を中心に展示を
行っています。

11月24日㈰まで

金梨地稲穂に雁文蒔絵鞍・鐙

　井伊家14代の直憲(なおのり)が、元治元年
(1864)に徳川家茂(いえもち)から拝領した鞍
と鐙。たわわに実った稲穂とそれを狙う雁とい
う秋の情景が、高蒔絵(たかまきえ)をふんだん
に用いて表されています。
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いの出ののと
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展
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▶ギャラリートーク 　
　10月26日㈯　11：00～11：30、14：00～14：30
　事前申込：不要　場所：展示室1　※観覧料が必要
▶関連講座「10の物語でひもとく井伊家の茶の湯」 　
　11月9日㈯　14：00～15：30
　当日受付(先着60人)　場所：講堂　※資料代（100円）が必要　

■10月23日㈬～同24日㈭は、展示替えのため
　一部休室します。

10月22日(火･祝)まで

「殿様の本棚－それぞれの教養と趣味－」
　彦根藩井伊家の当主たちは、どんなことに関心を持ち、どんな本
を読んでいたのかー。11  代直中（なおなか）、12代直亮（なおあき）、
13 代直弼（なおすけ）の 3代の当主の蔵書を通じて、それぞれの
個性を浮き彫りにします。

な し じ い な ほ か り も ん ま き え く ら あぶみ10月25日㈮～11月24日㈰

「井伊家の茶の湯－伝来茶道具をめぐる10の物語－」
　江戸時代、茶の湯は武家に必須のたしな
みとして重んじられ、大名家では、家格にふ
さわしい茶道具が多く収集されました。本
展では、井伊家 2 代直孝( なおたか）が徳川
家康から拝領した名物茶入( めいぶつちゃい
れ) をはじめとする、井伊家伝来の茶道具の
名品を、エピソードとともに紹介します。
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